
課
題
の
説
明
、
お
よ
び
Ａ
Ｉ

を
用
い
た
濁
度
予
測
モ
デ
ル

に
て
、
今
後
発
生
す
る
豪
雨

に
よ
る
濁
度
上
昇
を
、
過
去

事
例
か
ら
再
現
で
き
る
と
い

う
２
点
に
つ
い
て
丁
寧
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

４
、
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
　

今
後
は
、
豪
雨
時
に
運
転

支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
行

い
、
有
効
性
の
確
認
や
、
運

転
員
の
意
見
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
な
が
ら
最
適
な
支
援
方
法

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
豪

雨
事
例
デ
ー
タ
蓄
積
お
よ
び

予
測
モ
デ
ル
改
良
に
よ
る
予

測
精
度
向
上
を
図
っ
て
い

く
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
安

定
し
た
浄
水
処
理
に
欠
か
せ

な
い
、
熟
練
者
か
ら
の
技
術

継
承
と
い
う
課
題
解
決
に
も

寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　

１
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
背

景
　

神
戸
市
最
大
の
自
己
水
源

で
あ
る
千
苅
貯
水
池
で
は
、

豪
雨
時
、
高
濁
度
か
つ
低
ア

ル
カ
リ
度
の
河
川
水
が
大
量

に
流
入
し
、
貯
水
池
の
水
が

大
き
く
入
れ
替
わ
る
。
こ
の

急
激
な
原
水
水
質
変
化
に
伴

い
、
千
苅
浄
水
場
で
は
、
運

転
員
が
ジ
ャ
ー
テ
ス
ト
を
行

い
、
過
去
豪
雨
時
の
経
験
に

基
づ
い
て
今
後
の
原
水
濁
度

上
昇
を
考
慮
し
な
が
ら
凝
集

限
ら
れ
た
計
測
値
の
み
で
予
測
可
能
に

剤
や
ア
ル
カ
リ
剤
の
注
入
率

を
変
更
し
、
フ
ロ
ッ
ク
の
状

態
を
確
認
す
る
と
い
う
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
を
頻
繁
に
繰
り

返
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
運
転
員
と
し
て
熟
練
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
運
転
員
の
退

職
や
人
事
異
動
な
ど
で
、
高

濁
度
原
水
発
生
時
で
の
浄
水

処
理
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ

る
熟
練
運
転
員
が
減
少
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
神
戸
市
水

道
局
で
は
三
菱
電
機
（
株
）

と
共
同
で
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た

豪
雨
時
の
原
水
濁
度
予
測
お

よ
び
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
当

た
っ
て
特
に
留
意
し
た
こ
と

　

濁
度
予
測
モ
デ
ル
検
討
に

当
た
り
、
濁
度
上
昇
に
寄
与

す
る
『
貯
水
池
内
で
の
高
濁

度
水
の
混
ざ
り
』
と
い
う
物

理
現
象
に
着
目
す
る
こ
と

で
、
濁
度
予
測
モ
デ
ル
を
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
せ
ず

に
、
限
ら
れ
た
計
測
値
の
み

で
予
測
可
能
と
し
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
濁
度
予
測
モ

デ
ル
か
ら
出
さ
れ
た
濁
度
予

測
値
の
裏
付
け
が
可
能
で
あ

り
、
使
用
す
る
計
測
値
を
少

な
く
す
る
こ
と
で
、
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
使
用
時
の
負
担

軽
減
を
図
っ
た
。

　

３
、
発
表
で
強
調
し
た
点

　

全
国
の
水
道
事
業
体
共
通

課
題
で
あ
る
、
熟
練
運
転
員

か
ら
の
技
術
継
承
に
つ
い

て
、
神
戸
市
水
道
局
千
苅
浄

水
事
務
所
に
て
抱
え
て
い
る

原水濁度予測および運転支援システム

豪
雨
時
の
原
水
濁
度
予
測
お
よ

豪
雨
時
の
原
水
濁
度
予
測
お
よ

び
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

び
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

―
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
予
測
モ
デ
ル
検
討
―

―
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
予
測
モ
デ
ル
検
討
―
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１
、
検
討
に
着
手
し
た
背

景
と
研
究
内
容

　

湖
西
市
水
道
事
業
で
は
水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導

入
を
進
め
て
お
り
、
先
行
し

て
配
水
エ
リ
ア
全
体
に
水
道

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
整
備

し
た
入
出
・
知
波
田
給
水
区

域
を
対
象
に
共
同
研
究
を
進

め
て
い
る
。
水
道
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
得

ら
れ
る
効
果
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
従
来
は
２
カ
月
ご
と
に

管
路
流
量
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
可
視
化

取
得
し
て
い
た
水
使
用
量
を

１
時
間
ご
と
な
ど
高
頻
度
で

取
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
ま
た
、
水
道
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
従
来
は
配
水
池
流
量
を

各
需
要
点
に
配
分
し
て
実
施

し
て
い
た
管
網
解
析
が
、
実

際
の
需
要
量
・
位
置
を
反
映

し
て
デ
ー
タ
計
測
頻
度
ご
と

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
各
時
間
で
の
管
路
流
量

を
算
定
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
デ
ー
タ
は
膨
大
な
も
の
と

な
る
た
め
、
従
来
手
法
の
み

で
は
デ
ー
タ
か
ら
十
分
な
知

見
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と

考
え
、本
研
究
で
は
水
需
要
・

管
路
流
量
の
変
化
を
地
理
空

間
上
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

可
視
化
し
た
。

　

２
、
研
究
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

水
需
要
の
可
視
化
は
①
管

網
状
況
か
ら
作
成
し
た
エ
リ

ア
を
水
需
要
の
大
小
で
塗
り

分
け
る
コ
ロ
プ
レ
ス
マ
ッ
プ

②
水
需
要
の
発
生
地
点
の
シ

ン
ボ
ル
を
水
需
要
の
大
小
で

大
き
さ
を
変
え
る
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ナ
ル
シ
ン
ボ
ル
マ
ッ
プ

③
水
需
要
の
分
布
を
色
の
濃

淡
で
表
現
す
る
ヒ
ー
ト
マ
ッ

プ
―
の
３
つ
の
手
法
で
行
っ

た
。

　

管
路
流
量
の
可
視
化
は
、

水
需
要
に
基
づ
く
管
網
計
算

結
果
の
流
量
に
基
づ
い
て
管

路
流
量
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

で
表
示
す
る
手
法
で
行
っ

た
。
発
表
で
は
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
再
生
し
て
説

明
し
た
。

　

３
、
研
究
の
成
果
、
発
表

で
強
調
し
た
い
点

　

水
需
要
・
管
路
流
量
を
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
可
視
化

し
、
時
系
列
変
化
を
視
覚
的

に
把
握
可
能
と
し
た
。

　

ま
た
、
水
需
要
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ラ
イ
ブ
ラ

リ
を
使
用
し
て
作
成
し
た
Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
一
般
的

な
ブ
ラ
ウ
ザ
環
境
さ
え
あ
れ

ば
、
だ
れ
で
も
閲
覧
・
操
作

可
能
な
形
式
と
し
た
。

　

４
、
抱
負
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て

　

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

を
導
入
し
て
い
な
い
水
道
事

業
で
あ
っ
て
も
時
系
列
の
変

化
を
除
け
ば
同
様
の
可
視
化

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
こ
う
し
た
可
視
化
に

よ
っ
て
、
利
用
者
の
水
道
事

業
へ
の
理
解
促
進
、
消
防
と

の
連
携
、
災
害
時
の
応
援
事

業
体
の
理
解
促
進
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

湖
西
市
入
出
・
知
波
田
地
区
に
お

湖
西
市
入
出
・
知
波
田
地
区
に
お

け
る
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導

け
る
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導

入
の
取
り
組
み（
Ⅲ
）
―
水
需
要
・

入
の
取
り
組
み（
Ⅲ
）
―
水
需
要
・

管
路
流
量
の
変
化
の
可
視
化
―

管
路
流
量
の
変
化
の
可
視
化
―
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水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
水
道
事
業
へ
の
紫
外

線
処
理
技
術
の
拡
大
を
目
的

と
し
た
第
２
期
紫
外
線
水
処

理
技
術
適
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
、
事
業
体
に

よ
る
浄
水
場
へ
の
紫
外
線
処

理
設
備
導
入
時
に
お
け
る
浄

水
処
理
の
変
更
に
伴
う
変
更

認
可
申
請
の
負
担
軽
減
を
視

野
に
、
紫
外
線
処
理
の
留
意

点
で
あ
る
臭
素
酸
生
成
に
つ

い
て
既
往
研
究
を
も
と
に
各

種
紫
外
線
光
源
を
使
用
し
た

臭
素
酸
生
成
試
験
を
行
っ

た
。

　

国
内
浄
水
場
の
水
質
実
績

か
ら
、
最
も
臭
素
酸
生
成
量

過
剰
照
射
で
も
生
成
量
は
基
準
値
以
下

紫
外
線
照
射
に
よ
る
臭
素
酸

紫
外
線
照
射
に
よ
る
臭
素
酸

生
成
の
検
討

生
成
の
検
討

４―２

堀
江 

和
峰

千
代
田
工
販

が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る

条
件
と
し
て
、
臭
化
物
イ
オ

ン
１
mg
／
Ｌ
、
残
留
遊
離
塩

素
２
mg
／
Ｌ
と
し
、
ｐ
Ｈ
６

お
よ
び
ｐ
Ｈ
８
の
条
件
下
で

通
常
使
用
さ
れ
る
紫
外
線
照

射
量
（
２
５
４
nm
換
算
殺
菌

紫
外
線
と
し
て
）
に
比
べ
て

８
倍
程
度
の
過
剰
照
射
量
で

あ
る
１
０
０
mJ
／
平
方
㌢
強

の
紫
外
光
照
射
を
行
っ
た
。

異
な
る
波
長
の
光
源
、
照
射

装
置
の
調
達
、
各
光
源
に
お

け
る
照
射
量
の
統
一
手
法
に

つ
い
て
は
、
参
加
し
た
紫
外

線
装
置
メ
ー
カ
ー
各
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
円
滑
な

試
験
実
施
が
可
能
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
結
果
、
２
５
４
nm
照

射
波
長
の
低
圧
紫
外
線
ラ
ン

プ
、
２
６
５
nm
主
照
射
波
長

の
Ｕ
Ｖ
―
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
２
８
０

nm
主
照
射
波
長
の
Ｕ
Ｖ
―
Ｌ

Ｅ
Ｄ
、
中
圧
紫
外
線
ラ
ン
プ

の
い
ず
れ
の
光
源
を
用
い
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
臭
素
酸

生
成
量
は
水
道
水
質
基
準
値

で
あ
る
０
・
０
１
mg
／
Ｌ
を

超
え
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
実
際
の
原
水
に
は

有
機
物
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
成
分
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
塩
素
が
優
先
的
に
Ｔ
Ｏ

Ｃ
成
分
と
反
応
す
る
た
め
、

臭
化
物
イ
オ
ン
か
ら
の
反
応

は
進
行
せ
ず
臭
素
酸
の
生
成

量
と
し
て
は
純
水
ベ
ー
ス
で

実
施
し
た
本
実
験
系
よ
り
も

低
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

本
結
果
は
既
往
研
究
の
結

果
と
一
致
し
て
お
り
、
臭
素

酸
が
容
易
に
生
成
す
る
よ
う

な
条
件
、
つ
ま
り
、
過
剰
な

臭
化
物
イ
オ
ン
と
残
留
塩
素

が
存
在
し
、
過
剰
な
照
射
量

を
照
射
し
た
条
件
に
お
い
て

も
臭
素
酸
生
成
量
は
水
道
水

質
基
準
値
以
下
で
あ
っ
た

め
、
通
常
の
浄
水
処
理
過
程

に
お
い
て
は
紫
外
線
照
射
に

よ
り
生
成
さ
れ
る
臭
素
酸
量

が
水
道
水
質
基
準
を
超
過
す

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。
現
在
ま
で
の
紫
外
線

処
理
の
国
内
外
で
の
実
績
、

関
連
す
る
実
験
結
果
等
を
踏

ま
え
今
後
の
紫
外
線
導
入
の

際
の
浄
水
方
法
の
変
更
手
続

き
に
係
る
内
容
の
簡
素
化
が

期
待
さ
れ
る
。
今
後
も
水
処

理
に
お
け
る
紫
外
線
処
理
の

安
全
性
、
信
頼
性
を
装
置

メ
ー
カ
ー
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
紫
外
線
処
理
設
備
導
入

の
一
助
と
な
る
よ
う
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
本
研
究
の
計
画
、
実

施
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
大
瀧

雅
寛
教
授
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

100mJ/㎠強の紫外線照射による臭素酸生成量

い
込
み
に
よ
る
誤
操
作
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
。
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ダ

ン
ス
装
置
を
活
用
す
る
中
で

オ
ペ
レ
ー
タ
の
誤
操
作
を
発

見
で
き
た
事
例
も
あ
り
、
１

名
で
の
運
転
監
視
リ
ス
ク
を

補
え
た
。
本
装
置
は
、
完
全

自
動
や
無
人
運
転
を
実
現
す

る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

第
二
の
オ
ペ
レ
ー
タ
と
し
て

の
安
心
感
、
新
規
従
事
者
へ

の
指
導
な
ど
に
活
用
で
き
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

４
、
抱
負
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て

　

本
研
究
は
限
ら
れ
た
デ
ー

タ
や
条
件
を
も
と
に
Ａ
Ｉ
に

よ
っ
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
き
る

装
置
と
な
っ
た
。
中
・
大
規

模
浄
水
場
な
ど
の
膨
大
な

デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
予
測
精
度

は
更
に
向
上
す
る
も
の
と
期

待
で
き
、
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り

技
術
者
不
足
を
少
し
で
も
解

消
で
き
れ
ば
、
将
来
の
課
題

解
決
に
繋
が
る
。

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背

景
と
研
究
内
容

　

全
国
の
水
道
事
業
体
が
抱

え
て
い
る
課
題
の
一
つ
で
も

あ
る
「
技
術
者
減
少
・
技
術

者
不
足
」
の
解
決
が
急
務
で

あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
技
術
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
Ａ
Ｉ
で
補
完
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
実
証
を
行
っ

た
。
弊
社
で
受
託
し
て
い
る

浄
水
場
は
、
浄
水
能
力
５
５

０
０
立
方
㍍
程
度
の
横
流
沈

澱
・
急
速
ろ
過
方
式
の
浄
水

場
で
あ
り
、
運
転
監
視
を
１

名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
で
行
っ
て

い
る
。
こ
の
浄
水
場
で
の
課

題
は
２
つ
あ
り
、
１
つ
目
が

オ
ペ
レ
ー
タ
の
経
験
や
勘
に

頼
ら
ず
に
行
え
る
前
次
亜
注

オ
ペ
レ
ー
タ
の
誤
操
作
を
発
見

入
率
の
設
定
で
あ
る
。
浄
水

運
用
す
る
上
で
、
着
水
井
で

前
次
亜
を
注
入
し
、
ろ
過
池

出
口
で
概
ね
０
・
１
か
ら

０
・
３
㎎
／
Ｌ
の
残
留
塩
素

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
ろ

過
池
出
口
ま
で
10
時
間
程
度

の
浄
水
処
理
工
程
と
な
る
た

め
、
通
常
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
制
御
で
は
制
御
不
能
で
あ

り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
経
験
に

よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

２
つ
目
が
１
名
で
の
運
転
監

視
の
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の

誤
操
作
な
ど
に
よ
る
薬
品
の

注
入
過
不
足
の
発
生
防
止
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

の
た
め
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
前
次

亜
注
入
率
を
ガ
イ
ダ
ン
ス
さ

せ
、
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

　

２
、
研
究
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

小
規
模
浄
水
場
で
あ
る
た

め
、
比
較
的
容
易
に
導
入
、

運
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
限
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
最
大
限
活
用
し
、

既
設
の
制
御
に
影
響
を
与
え

な
い
シ
ス
テ
ム
構
成
と
し

た
。
こ
の
中
で
、
新
た
に
設

置
し
た
の
が
日
射
量
計
で
あ

る
。
本
浄
水
場
の
水
源
は
、

伏
流
取
水
で
あ
り
水
質
が
清

浄
で
あ
る
た
め
、
水
質
に
よ

る
影
響
が
少
な
く
、
天
候
に

よ
る
紫
外
線
の
影
響
を
受
け

や
す
い
。
こ
の
た
め
、
日
射

量
デ
ー
タ
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ

が
天
候
を
判
断
し
Ａ
Ｉ
に
入

力
す
る
。
Ａ
Ｉ
は
入
力
さ
れ

た
天
候
に
応
じ
て
、
直
近
60

日
分
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
操
作

し
た
注
入
率
設
定
や
各
デ
ー

タ
を
学
習
し
、
予
測
注
入
率

を
ガ
イ
ダ
ン
ス
す
る
。

　

３
、
研
究
の
成
果
、
発
表

で
強
調
し
た
い
点

　

ど
ん
な
に
経
験
豊
富
な
オ

ペ
レ
ー
タ
で
も
勘
違
い
や
思

図　システム構成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
薬
品
注
入
ガ
イ
ダ
ン
ス
装

Ａ
Ｉ
に
よ
る
薬
品
注
入
ガ
イ
ダ
ン
ス
装

置
の
開
発
研
究
（
Ⅱ
）
―
運
用
報
告
―

置
の
開
発
研
究
（
Ⅱ
）
―
運
用
報
告
―
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